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小
平
市
の
い
じ
め
防
止
対
策
の
取
組
を

推
進
す
る
た
め
、
小
平
市
い
じ
め
問
題
対

策
連
絡
協
議
会
を
新
た
に
設
置
し
、
７
月

１
日
（
水
）
に
、
市
役
所
大
会
議
室
に
て
、

第
１
回
の
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

学
識
経
験
者
、
小
・
中
学
校
長
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
、
保
護
司
な
ど
地
域
活

動
に
従
事
し
て
い
る
方
々
、
小
平
警
察
署

お
よ
び
小
平
児
童
相
談
所
の
代
表
者
が
参

加
し
、
小
平
市
に
お
け
る
い
じ
め
対
策
の

取
組
・
現
状
と
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
間

の
連
携
推
進
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
で
は
、
今
後
も
い
じ
め
防
止

や
対
策
の
強
化
に
向
け
て
、
取
組
や
連
携

の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。〈

指
導
課
〉

 　

教
育
相
談
室
で
は
、
市
立
小
・
中
学
校

が
子
ど
も
た
ち
の
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど

の
問
題
に
取
り
組
む
「
ふ
れ
あ
い
（
い
じ

め
防
止
強
化
）
月
間
」（　

月
）
に
あ
わ

１１

せ
、
第
２
・
４
土
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時　

分
ま
で
、
い
じ
め
に
関
す
る

３０

電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　
　

月　

日
・　

日
の
午
前
９
時

１１

１４

２８

か
ら
午
後
４
時　

分
ま
で

３０

問
合
せ　

小
平
市
教
育
相
談
室
☎　
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３
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４
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保
護
者
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く

給
食
費
は
、
食
材
の
購
入
に
あ
て
ら
れ
て

い
る
た
め
、
未
納
付
が
多
く
な
る
と
、
食

材
の
購
入
や
献
立
内
容
に
も
影
響
が
あ
り

ま
す
。
給
食
費
の
計
画
的
な
納
入
に
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

〈
学
務
課
〉

小
平
市
い
じ
め
問
題
対
策
連

絡
協
議
会
を
開
催

い
じ
め
に
関
す
る

土
曜
電
話
相
談

給
食
費
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か

面
目
な
顔
で
」
な
ど
、
謝
り
方
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
り
し
ま
し
た
。

３　

中
学
校
の
事
例

　
「
い
じ
め
と
は
ど
の
よ
う
な
行
為
か
」に

つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
、「
い
じ
め
る

側
」
を
取
り
扱
っ
た
読
み
物
資
料
を
読
み

ま
し
た
。「
い
じ
め
に
加
わ
ら
な
い
意
志

を
も
つ
。」「
人
の
よ
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け

る
。」
な
ど
、
い
じ
め
の
な

い
学
級
を
作
る
た
め
に
必

要
な
こ
と
は
何
か
を
グ
ル

ー
プ
で
話
し
合
い
、
目
指

す
学
級
の
姿
に
つ
い
て
共

有
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
い
じ
め
防
止
授
業
を
充
実
さ

せ
る
た
め
に
、
研
修
会
な
ど
で
内
容
や
資

料
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
、
学
習
指
導
案

の
検
討
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、

担
任
だ
け
で
は
な
く
養
護
教
諭
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
専
門
性
を
生
か

し
た
授
業
を
行
い
、
い
じ
め
の
未
然
防

止
、
早
期
発
見
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
公
開
週
間
や
、
道
徳
授
業
地
区
公

開
講
座
の
中
で
い
じ
め
防
止
授
業
を
行
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
授
業
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
ご
家
庭
で
も
話
題
と
し
て
取
り
上
げ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
家
庭
、
地

域
と
学
校
が
一
体
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち

を
見
守
り
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

小
平
市
立
小
・
中
学
校
は
市
の
い
じ
め

対
策
に
基
づ
い
た
学
校
い
じ
め
防
止
基
本

方
針
を
作
成
し
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
、

早
期
発
見
、
早
期
対
応
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
号
で
は
各
学
校
に
お
け
る
「
い

じ
め
防
止
授
業
」
の
取
組
に
つ
い
て
具
体

的
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

１　
「
い
じ
め
防
止
授
業
」
と
は

　

年
に
３
回
（
学
期
に
１
回
）
道
徳
の
時

間
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
行
う
際
に

は
、
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
つ
ら

い
思
い
を
す
る
児
童
・
生
徒
が
出
な
い
よ

う
に
配
慮
し
た
り
、
意
見
を
出
し
や
す
い

よ
う
に
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
話
合
い

活
動
を
取
り
入
れ
た
り
す
る
な
ど
、
学
校

や
学
級
、
子
ど
も
た
ち
の
実
態
や
状
況
に

応
じ
て
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

２　

小
学
校
の
事
例

　

人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
具
体
的

な
場
面
を
取
り
上
げ
て
、

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
（
役

割
演
技
）
の
手
法
で
自
分

の
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え

る
方
法
を
考
え
て
発
表

し
、「
す
ぐ
に
言
う
」「
真

「「「「「「「「「「「「「「「「「
いいいいいいいいいいいいいいいい
じじじじじじじじじじじじじじじじ
めめめめめめめめめめめめめめめめ
ゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼ
ロロロロロロロロロロロロロロロロ
」」」」」」」」」」」」」」」」
にににににににににににににににに
向向向向向向向向向向向向向向向向
けけけけけけけけけけけけけけけけ

い
じ
め
ゼ
ロ
」
に
向
け
たたたたたたたたたたたたたたたたた
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小
平
市
の
取
組組組組組組組組組組組組組組組組組

　

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
小
平
市
立
中
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
が
８
月

２８

３１

　

日
（
木
）
に
教
育
委
員
会
定
例
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

２０
　

採
択
さ
れ
た
教
科
書
は
、
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
採
択
に
至
る
ま
で
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

〈
指
導
課
〉
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年
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か
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使
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す
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中
学
校
教
科
書
が
決
ま
り
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたた

＜審議委員会からの報告＞
左から順に教育委員会委員長、審議委員会委員長、審議委員会副委員長

中学校教科書採択結果
発行者種　目

光村図書出版国　語
教育出版書　写

帝国書院社　会
（地理的分野）

帝国書院社　会
（歴史的分野）

帝国書院社　会
（公民的分野）

帝国書院地　図
東京書籍数　学
東京書籍理　科
教育芸術社音　楽（一般）

教育芸術社音　楽
（器楽合奏）

光村図書出版美　術
学研教育みらい保健体育

東京書籍技術・家庭
（技術分野）

東京書籍技術・家庭
（家庭分野）

三省堂英　語

教科書が採択されるまでの概要

教育委員会による教科書の内容の審議・採択８月
　教育委員会の臨時会を開催し、この際の協議で、教科ごと
に採択候補を１冊から３冊に絞り込み、教育委員会の定例会
における再度の協議で、１冊に絞り込み、９教科、１５種目の
教科書を採択。

審議結果の教育委員会への報告
　審議委員会による審議結果を報告書にまとめ、教育委員会
に報告。報告書とともに、学校からの研究報告、アンケート、
各教科書発行者の教科書編修趣意書、東京都教育委員会の調
査研究資料を提出。

審議委員会よる教科書の内容の審議７月
　各調査部会と各中学校が作成した報告書とアンケートの結
果などについて、審議委員会が内容を審議。

 見  本  本 の展示とアンケート調査
み ほん ぼん

　市立図書館６館で、教科書の 見  本  本 を展示し、教科書につ
み ほん ぼん

いてのアンケート調査を実施。

教科用図書調査部会および各中学校による調査・研究６月
　各調査部会の委員および各中学校が、すべての採択候補の
教科書についてその内容や構成上の工夫について調査・研究。

小平市立中学校教科用図書審議委員会および教科用図書
調査部会の設置
　教科書採択の検討資料を作成するため保護者代表、調査部
会教科部長など１３名で構成される教科用図書審議委員会およ
びその下部組織である調査部会を設置。

５月

採択方針・中学校教科用図書採択要領および同細則の制定４月
　教科書を公正かつ適正に採択するため、教育委員会が方針
や要領などを制定。

　

７
月
３
日
（
金
）
に
、
市
長
と
教
育
委

員
会
を
構
成
員
と
す
る
、
第
２
回
小
平
市

総
合
教
育
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
第
１
回
総
合
教
育
会
議
に

引
き
続
き
、
小
平
市
の
教
育
に
関
す
る
大

綱
の
策
定
に
つ
い
て
の
協
議
が
行
わ
れ
、

市
長
と
教
育
委
員
会
の
双
方
が
合
意
し
た

上
で
、
市
長
が
「
小
平
市
の
教
育
に
関
す

る
大
綱
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
に

よ
る
教
育
」
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

※「
小
平
市
の
教
育
に
関
す
る
大
綱
」は
小

平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。 

〈
教
育
総
務
課
〉

小
平
市
総
合
教
育
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

平成21年4月2日～平成22年4月1日の間
に生まれたお子さん。対　象

健診（内科・眼科・耳鼻科・歯科）および簡単
なテストなど内　容

小平市の小学校へ入学を希望する方は、問合
せ先へご連絡をお願いします。

外国籍を
お持ちの
方へ　　

　来年4月に、小学校に入学するお子さんの心身の状況を把
握し、健康な状態で就学していただくための健康診断を行い
ます。

　対象となるお子さんには、10月6日（火）に、就学時健康
診断通知書を発送予定です。

10月15日（木）～11月27日（金）
お子さんの入学予定校で実施します。

（詳細は市報9月20日号をご覧ください。）

学務課☎042（346）9571問合せ
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学務課☎042（346）9570問合せ

　経済的な理由で学校給食費や学用品費などの支払いにお困り
の方に、就学援助を行っています。
対　象

　市内在住の、公立小・中学校に在学する子どもの保護者で、次
のいずれかに該当する方

▽生活保護を受けている（生活
保護費で支給されない部分 
のみの援助）

▽特別な事情があり、教育費で
困っている

▽世帯の所得が基準額以下であ
る
▽児童扶養手当の支給を受けて
いる

援助の内容
▽体育実技用具費（柔道着など）
▽医療費（学校保健安全法第二
十四条に基づく疾病の治療 
のみ）

▽通学費（通学距離が長距離の
場合のみ）

▽学用品費・通学用品費
▽学校給食費
▽校外活動費（遠足・移動教室
など）
▽修学旅行費
▽新入学児童生徒学用品費
▽卒業アルバム・文集代

申込み
　申請書（市立小・中学校または学務課で配布）に必要事項を記
入し、所得を証明する書類を添えて在籍する学校へ提出（今年度
すでに申請している方は再度申請する必要はありません。来春の
年度切替えの際に申請してください。）
※市外の公立小・中学校に在籍している場合は、学務課へ提出。
※申請は随時受け付けています。申請のあった月からの援助とな
ります。平成27年度の申請の締め切りは、平成28年2月29日
（月）まで。3月以降の申請は平成28年4月からの援助となり
ます。
詳しくは小平市ホームページをご覧いただくか、問合せ先へ。

平成27年度
就学援助のご案内


